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上
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注
意

必
ず
お
読
み
く
だ
さ
い
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近
藤 

芳
美

　戦
後
短
歌
の
牽
引
者
で
あ
っ
た
近
藤
芳
美
の
功
績
を
称

え
、
よ
り
多
く
の
方
に
短
歌
に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
と
と

も
に
優
れ
た
作
品
を
顕
彰
す
る
た
め
「
近
藤
芳
美
賞
」
は
、

第
八
回
目
の
募
集
を
い
た
し
ま
す
。
前
回
は
全
国
の
幅
広

い
年
代
の
皆
さ
ま
か
ら
三
六
〇
組
を
超
え
る
優
れ
た
作
品

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　多
く
の
短
歌
愛
好
家
の
皆
さ
ま
の
ご
投
稿
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

1913年5月朝鮮の馬山浦（まさんほ）生まれ。2006年6月、93
歳にて逝去。本名、芽美（よしみ）。「戦後短歌」を牽引した歌人。
みずみずしい相聞の第一歌集『早春歌』から出発し、技術系の知
識人として一貫して政治や社会に鋭い関心を寄せ、批評精神を
保ち、生き方を問い続けた。『新しき短歌の規定』をはじめとす
る歌論も、歌壇に大きな影響を与えた。31年に「アララギ」に
入会。中村憲吉、土屋文明に師事。47年「新歌人集団」を結成。
48年に第一歌集『早春歌』、第二歌集『埃吹く街』を刊行。51年
『未来』創刊。日本歌人クラブの結成時のひとりであり、長らく
現代歌人協会理事長をつとめた。歌集は他に『黒豹』『祈念に』『希
求』『岐路』『岐路以後』など。迢空賞、詩歌文学館賞、現代短歌
大賞、斎藤茂吉短歌文学賞などを受賞。96年に文化功労者。

こ
ん
ど
う  

よ
し
み

投
稿
用
紙

投
稿
作
品

裏
面
の
所
定
の
用
紙（
コ
ピ
ー
可
）を
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。

投
稿
用
紙
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
で
き
ま
す
。（
ネ
ッ
ト
で
の
投

稿
は
で
き
ま
せ
ん
）

応
募
は
１
人
１
組
に
限
り
ま
す
。
ど
な
た
で
も
応

募
で
き
ま
す
。

●
投
稿
作
品
は
、
15
首
と
も
自
作
・
未
発
表
で
作
者
本
人
か

ら
の
投
稿
に
限
り
ま
す
。

●
既
発
表
作
品
・
二
重
投
稿（
同
一
及
び
類
似
作
品
を
新

聞
・
雑
誌
・
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
コ
ン
ク
ー
ル
・
結
社
誌
・

同
人
誌
・Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
・
ブ
ロ
グ
・Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
へ
の
投

稿
）は
、
固
く
お
断
り
し
ま
す
。

●
15
首
中
に
既
発
表
作
品
、
二
重
投
稿
、
酷
似
作
品
が
あ

れ
ば
、
無
効
と
な
り
ま
す
。

新
作
15
首
を
１
組
と
し
、
募
集
し
ま
す
。

テ
ー
マ
は
自
由
で
す
。
表
題（
タ
イ
ト
ル
）を
つ
け
て
く
だ

さ
い
。

選
　
考

15
首
を
１
組
と
し
て
一
次
選
考
、最
終
選
考
を
行
い
、入
選
・

奨
励
賞
・
選
者
賞
・
近
藤
芳
美
賞
を
決
定
し
ま
す
。

入
選
が
内
定
し
た
作
者
お
よ
び
受
賞
が
内
定
し
た
作
者
に

は
、
12
月
上
旬
に
文
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
規
定
の
投
稿
用
紙
あ
る
い
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
投
稿
フ
ォ
ー
ム
に
必

要
事
項
及
び
未
発
表
作
品
を
日
本
語
で
記
載
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ

全
国
短
歌
大
会
事
務
局
ま
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
性
別・年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
ど
な
た
で
も
ご
応
募
で
き
ま
す
。

本
大
会
関
係
者
は
投
稿
で
き
ま
せ
ん
。

●
幼
児
・
小
学
生
・
中
学
生
の
方
が
応
募
さ
れ
る
場
合
は
保
護

者
の
同
意
を
得
て
く
だ
さ
い
。

●
入
選
作
品
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
の
刊
行
物
・Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
な

ど
で
使
用
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
選
考
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
に
は
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
。

投
稿
さ
れ
た
作
品
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

●
大
会
事
務
局
で
あ
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
個
人
情
報
保
護

の
重
要
性
を
深
く
認
識
し
、
取
得
の
際
に
示
し
た
利
用
目

的
の
範
囲
内
で
利
用
し
ま
す
。
お
預
か
り
し
た
個
人
情
報

は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
の
通
信
講
座
や
大
会
の
ご
案
内
に
の
み
使

用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。（
当
学
園
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
、
個
人
情
報
保
護
ポ
リ
シ
ー
を
記
載
し
て
お
り

ま
す
）

●
作
品
投
稿
し
た
時
点
で
本
注
意
事
項
に
同
意
し
た
も
の
と

し
ま
す
。 発

　
表

入
選
作
品
は
、
大
会
当
日（
令
和
３
年
１
月
23
日
）発
行
の

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
短
歌
大
会
入
選
作
品
集
」に
表
題
と
名
前
、

作
品
の
一
部
を
掲
載
し
発
表
し
ま
す
。
な
お
、
投
稿
者
に

は
作
品
集
を
１
冊
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。

全
入
選
作
品
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

賞

●
近
藤
芳
美
賞…

選
者
の
合
議
に
よ
る
最
終
選
考
を
経
て
、

１
組（
15
首
）を
決
定
。

●
選
者
賞…

各
選
者
１
組
を
決
定
。

●
奨
励
賞…

各
選
者
２
組
を
決
定
。

　
近
藤
芳
美
賞
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
短
歌
大
会（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー

ル
）ス
テ
ー
ジ
で
発
表
し
ま
す
。

投
稿
締
切

令
和
２
年
９
月
30
日（
水
） 

消
印
有
効

１
組
15
首
　
五
、〇
〇
〇 

円（
１
人
１
組
に
限
る
）

※

幼
児
・
小
学
生
・
中
学
生
の
割
引
は
あ
り
ま
せ
ん
。

投
稿
料
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６
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０
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東
京
都
国
立
市
富
士
見
台
２

－

36

－

２

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
内
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
短
歌
大
会
事
務
局

投
稿
先

郵
便
払
込
を
ご
利
用
の
場
合

●
郵
便
払
込
取
扱
票
の
通
信
欄
に
組
数
と
投
稿
料
を
ご
記

入
の
上
、
払
込
み
く
だ
さ
い
。
振
替
払
込
受
付
証
明
書

を
投
稿
用
紙
の「
の
り
し
ろ
」欄
に
貼
り
付
け
て
、
ご
応

募
く
だ
さ
い
。（
証
明
書
が
な
い
場
合
は
、
払
込
み
し
た

日
付
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
）

口
座
番
号
：
０
０
１
８
０ 

ー 

２ 

ー 

３
５
７
９
４
４

加
入
者
名
：Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
　
短
歌
大
会
事
務
局

第22回 全国短歌大会選者 敬称略
五十音順（ ）

い
け
だ

池
田
は
る
み

昭
和
二
十
三
年

和
歌
山
県
生
れ

「
未
来
」選
者

こ
い
け

ひ
か
る

小
池
　
　
光

昭
和
二
十
二
年

宮
城
県
生
れ

「
短
歌
人
」編
集
委
員

こ
じ
ま

小
島
　
な
お

昭
和
六
十
一
年

東
京
都
生
れ

「
コ
ス
モ
ス
」同
人

さ
い
ぐ
さ

た
か
ゆ
き

三
枝
　
昻
之

昭
和
十
九
年

山
梨
県
生
れ

「
り
と
む
」発
行
人

さ
い
と
う

さ
い
と
う

斉
藤
　
斎
藤

昭
和
四
十
七
年

東
京
都
生
れ

「
短
歌
人
」選
者

さ
か
い

し
ゅ
う
い
ち

坂
井
　
修
一

昭
和
三
十
三
年

愛
媛
県
生
れ

「
か
り
ん
」編
集
人

さ
さ
き

ゆ
き
つ
な

佐
佐
木
幸
綱

昭
和
十
三
年

東
京
都
生
れ

「
心
の
花
」主
宰

た
わ
ら

ま
　
ち

俵
　
　
万
智

昭
和
三
十
七
年

大
阪
府
生
れ

「
心
の
花
」会
員

て
ら
い

た
つ
や

寺
井
　
龍
哉

平
成
四
年
生
れ

東
京
都
生
れ

「
Ｔ
ｒ
ｉ
」 

同
人

な
が
た

か
ず
ひ
ろ

永
田
　
和
宏

昭
和
二
十
二
年

滋
賀
県
生
れ

「
塔
」選
者

ひ
が
し

な
お
こ

東
　
　
直
子

昭
和
三
十
八
年

広
島
県
生
れ

「
か
ば
ん
」会
員

お
か
い

た
か
し

岡
井 

　 

隆

昭
和
三
年

愛
知
県
生
れ

「
未
来
」

編
集
・
発
行
人

文
化
功
労
者

し
の

ひ
ろ
し

篠
　
　
弘

昭
和
八
年

東
京
都
生
れ

「
ま
ひ
る
野
」代
表

宮
内
庁
御
用
掛

く
り
き

き
ょ
う
こ

栗
木
　
京
子

昭
和
二
十
九
年

愛
知
県
生
れ

「
塔
」選
者

現
代
歌
人
協
会

理
事
長

ほ
む
ら

ひ
ろ
し

穂
村
　
　
弘

昭
和
三
十
七
年

北
海
道
生
れ

「
か
ば
ん
」会
員

ま
つ
む
ら

ま
さ
な
お

松
村
　
正
直

昭
和
四
十
五
年

東
京
都
生
れ

「
塔
」編
集
長

作
品
募
集
中

第
22
回

選
者（
五
十
音
順
）

自
由
題
・
題
詠

池
田
は
る
み

小
池

　
　光

小
島

　な
お

三
枝

　昻
之

斉
藤

　斎
藤

坂
井

　修
一

佐
佐
木
幸
綱

俵

　
　万
智

寺
井

　龍
哉

永
田

　和
宏

東

　
　直
子

穂
村

　
　弘

松
村

　正
直

岡
井

　
　隆

栗
木

　京
子

篠

　
　
　弘

《
主
催
》 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

《
後
援
》 

文
化
庁
／
東
京
都

 

現
代
歌
人
協
会
／
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ

《
協
力
》 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ナ
ル

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版

《
協
賛
》 

山
崎
製
パ
ン
株
式
会
社

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

新
作
十
五
首
募
集
︵
テ
ー
マ
自
由
︶

近
藤
芳
美
賞

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル

（
東
京・渋
谷
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル

（
東
京・渋
谷
）

会

　場

令
和
３
年
１
月
23
日（
土
）

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

令
和
３
年
１
月
23
日（
土
）

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

開
催
日
時

生投稿締切
令和2年

9/30
（水）

前回の大会には、国内外の7歳～103歳の皆様から
短歌をお寄せいただきました。

※大会当日の模様は収録し、編集の上その一部を後日放送する予定です。
※新型コロナウイルス感染拡大の状況によってはイベント内容を変更する場合があります。

み
ら
い

た
ん
か
じ
ん

こ
こ
ろ

は
な

こ
こ
ろ

と
う と

　
り

と
う

は
な

た
ん
か
じ
ん

近藤芳美賞 選者 敬称略
五十音順

と
う

の

み
ら
い

〒
１
８
６

－

８
０
０
１ 

東
京
都
国
立
市
富
士
見
台
２

－

36

－

２

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
短
歌
大
会
」事
務
局

　
　
　
　
☎
０
４
２

－
５
７
２

－

３
１
５
１
㈹

（
平
日
９
時
30
分
〜
12
時
・
13
時
〜
17
時
30
分
）

お
問
い
合
わ
せ
先・投
稿
先

※

最
終
ペ
ー
ジ
に
記
載
の「
応
募
上
の
ご
注
意
」も
必
ず
お

読
み
く
だ
さ
い
。



応
募
上
の
ご
注
意

必
ず
お
読
み
く
だ
さ
い
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近
藤 

芳
美

　戦
後
短
歌
の
牽
引
者
で
あ
っ
た
近
藤
芳
美
の
功
績
を
称

え
、
よ
り
多
く
の
方
に
短
歌
に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
と
と

も
に
優
れ
た
作
品
を
顕
彰
す
る
た
め
「
近
藤
芳
美
賞
」
は
、

第
八
回
目
の
募
集
を
い
た
し
ま
す
。
前
回
は
全
国
の
幅
広

い
年
代
の
皆
さ
ま
か
ら
三
六
〇
組
を
超
え
る
優
れ
た
作
品

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　多
く
の
短
歌
愛
好
家
の
皆
さ
ま
の
ご
投
稿
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

1913年5月朝鮮の馬山浦（まさんほ）生まれ。2006年6月、93
歳にて逝去。本名、芽美（よしみ）。「戦後短歌」を牽引した歌人。
みずみずしい相聞の第一歌集『早春歌』から出発し、技術系の知
識人として一貫して政治や社会に鋭い関心を寄せ、批評精神を
保ち、生き方を問い続けた。『新しき短歌の規定』をはじめとす
る歌論も、歌壇に大きな影響を与えた。31年に「アララギ」に
入会。中村憲吉、土屋文明に師事。47年「新歌人集団」を結成。
48年に第一歌集『早春歌』、第二歌集『埃吹く街』を刊行。51年
『未来』創刊。日本歌人クラブの結成時のひとりであり、長らく
現代歌人協会理事長をつとめた。歌集は他に『黒豹』『祈念に』『希
求』『岐路』『岐路以後』など。迢空賞、詩歌文学館賞、現代短歌
大賞、斎藤茂吉短歌文学賞などを受賞。96年に文化功労者。

こ
ん
ど
う  

よ
し
み

投
稿
用
紙

投
稿
作
品

裏
面
の
所
定
の
用
紙（
コ
ピ
ー
可
）を
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。

投
稿
用
紙
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
で
き
ま
す
。（
ネ
ッ
ト
で
の
投

稿
は
で
き
ま
せ
ん
）

応
募
は
１
人
１
組
に
限
り
ま
す
。
ど
な
た
で
も
応

募
で
き
ま
す
。

●
投
稿
作
品
は
、
15
首
と
も
自
作
・
未
発
表
で
作
者
本
人
か

ら
の
投
稿
に
限
り
ま
す
。

●
既
発
表
作
品
・
二
重
投
稿（
同
一
及
び
類
似
作
品
を
新

聞
・
雑
誌
・
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
コ
ン
ク
ー
ル
・
結
社
誌
・

同
人
誌
・Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
・
ブ
ロ
グ
・Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
へ
の
投

稿
）は
、
固
く
お
断
り
し
ま
す
。

●
15
首
中
に
既
発
表
作
品
、
二
重
投
稿
、
酷
似
作
品
が
あ

れ
ば
、
無
効
と
な
り
ま
す
。

新
作
15
首
を
１
組
と
し
、
募
集
し
ま
す
。

テ
ー
マ
は
自
由
で
す
。
表
題（
タ
イ
ト
ル
）を
つ
け
て
く
だ

さ
い
。

選
　
考

15
首
を
１
組
と
し
て
一
次
選
考
、最
終
選
考
を
行
い
、入
選
・

奨
励
賞
・
選
者
賞
・
近
藤
芳
美
賞
を
決
定
し
ま
す
。

入
選
が
内
定
し
た
作
者
お
よ
び
受
賞
が
内
定
し
た
作
者
に

は
、
12
月
上
旬
に
文
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
規
定
の
投
稿
用
紙
あ
る
い
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
投
稿
フ
ォ
ー
ム
に
必

要
事
項
及
び
未
発
表
作
品
を
日
本
語
で
記
載
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ

全
国
短
歌
大
会
事
務
局
ま
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
性
別・年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
ど
な
た
で
も
ご
応
募
で
き
ま
す
。

本
大
会
関
係
者
は
投
稿
で
き
ま
せ
ん
。

●
幼
児
・
小
学
生
・
中
学
生
の
方
が
応
募
さ
れ
る
場
合
は
保
護

者
の
同
意
を
得
て
く
だ
さ
い
。

●
入
選
作
品
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
の
刊
行
物
・Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
な

ど
で
使
用
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
選
考
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
に
は
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
。

投
稿
さ
れ
た
作
品
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

●
大
会
事
務
局
で
あ
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
個
人
情
報
保
護

の
重
要
性
を
深
く
認
識
し
、
取
得
の
際
に
示
し
た
利
用
目

的
の
範
囲
内
で
利
用
し
ま
す
。
お
預
か
り
し
た
個
人
情
報

は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
の
通
信
講
座
や
大
会
の
ご
案
内
に
の
み
使

用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。（
当
学
園
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
、
個
人
情
報
保
護
ポ
リ
シ
ー
を
記
載
し
て
お
り

ま
す
）

●
作
品
投
稿
し
た
時
点
で
本
注
意
事
項
に
同
意
し
た
も
の
と

し
ま
す
。 発

　
表

入
選
作
品
は
、
大
会
当
日（
令
和
３
年
１
月
23
日
）発
行
の

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
短
歌
大
会
入
選
作
品
集
」に
表
題
と
名
前
、

作
品
の
一
部
を
掲
載
し
発
表
し
ま
す
。
な
お
、
投
稿
者
に

は
作
品
集
を
１
冊
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。

全
入
選
作
品
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

賞

●
近
藤
芳
美
賞…

選
者
の
合
議
に
よ
る
最
終
選
考
を
経
て
、

１
組（
15
首
）を
決
定
。

●
選
者
賞…

各
選
者
１
組
を
決
定
。

●
奨
励
賞…

各
選
者
２
組
を
決
定
。

　
近
藤
芳
美
賞
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
短
歌
大
会（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー

ル
）ス
テ
ー
ジ
で
発
表
し
ま
す
。

投
稿
締
切

令
和
２
年
９
月
30
日（
水
） 

消
印
有
効

１
組
15
首
　
五
、〇
〇
〇 

円（
１
人
１
組
に
限
る
）

※

幼
児
・
小
学
生
・
中
学
生
の
割
引
は
あ
り
ま
せ
ん
。

投
稿
料

〒
１
８
６

－

８
０
０
１  

東
京
都
国
立
市
富
士
見
台
２

－

36

－

２

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
内
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
短
歌
大
会
事
務
局

投
稿
先

郵
便
払
込
を
ご
利
用
の
場
合

●
郵
便
払
込
取
扱
票
の
通
信
欄
に
組
数
と
投
稿
料
を
ご
記

入
の
上
、
払
込
み
く
だ
さ
い
。
振
替
払
込
受
付
証
明
書

を
投
稿
用
紙
の「
の
り
し
ろ
」欄
に
貼
り
付
け
て
、
ご
応

募
く
だ
さ
い
。（
証
明
書
が
な
い
場
合
は
、
払
込
み
し
た

日
付
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
）

口
座
番
号
：
０
０
１
８
０ 

ー 

２ 

ー 

３
５
７
９
４
４

加
入
者
名
：Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
　
短
歌
大
会
事
務
局

第22回 全国短歌大会選者 敬称略
五十音順（ ）

い
け
だ

池
田
は
る
み

昭
和
二
十
三
年

和
歌
山
県
生
れ

「
未
来
」選
者

こ
い
け

ひ
か
る

小
池
　
　
光

昭
和
二
十
二
年

宮
城
県
生
れ

「
短
歌
人
」編
集
委
員

こ
じ
ま

小
島
　
な
お

昭
和
六
十
一
年

東
京
都
生
れ

「
コ
ス
モ
ス
」同
人

さ
い
ぐ
さ

た
か
ゆ
き

三
枝
　
昻
之

昭
和
十
九
年

山
梨
県
生
れ

「
り
と
む
」発
行
人

さ
い
と
う

さ
い
と
う

斉
藤
　
斎
藤

昭
和
四
十
七
年

東
京
都
生
れ

「
短
歌
人
」選
者

さ
か
い

し
ゅ
う
い
ち

坂
井
　
修
一

昭
和
三
十
三
年

愛
媛
県
生
れ

「
か
り
ん
」編
集
人

さ
さ
き

ゆ
き
つ
な

佐
佐
木
幸
綱

昭
和
十
三
年

東
京
都
生
れ

「
心
の
花
」主
宰

た
わ
ら

ま
　
ち

俵
　
　
万
智

昭
和
三
十
七
年

大
阪
府
生
れ

「
心
の
花
」会
員

て
ら
い

た
つ
や

寺
井
　
龍
哉

平
成
四
年
生
れ

東
京
都
生
れ

「
Ｔ
ｒ
ｉ
」 

同
人

な
が
た

か
ず
ひ
ろ

永
田
　
和
宏

昭
和
二
十
二
年

滋
賀
県
生
れ

「
塔
」選
者

ひ
が
し

な
お
こ

東
　
　
直
子

昭
和
三
十
八
年

広
島
県
生
れ

「
か
ば
ん
」会
員

お
か
い

た
か
し

岡
井 

　 

隆

昭
和
三
年

愛
知
県
生
れ

「
未
来
」

編
集
・
発
行
人

文
化
功
労
者

し
の

ひ
ろ
し

篠
　
　
弘

昭
和
八
年

東
京
都
生
れ

「
ま
ひ
る
野
」代
表

宮
内
庁
御
用
掛

く
り
き

き
ょ
う
こ

栗
木
　
京
子

昭
和
二
十
九
年

愛
知
県
生
れ

「
塔
」選
者

現
代
歌
人
協
会

理
事
長

ほ
む
ら

ひ
ろ
し

穂
村
　
　
弘

昭
和
三
十
七
年

北
海
道
生
れ

「
か
ば
ん
」会
員

ま
つ
む
ら

ま
さ
な
お

松
村
　
正
直

昭
和
四
十
五
年

東
京
都
生
れ

「
塔
」編
集
長

作
品
募
集
中

第
22
回

選
者（
五
十
音
順
）

自
由
題
・
題
詠

池
田
は
る
み

小
池

　
　光

小
島

　な
お

三
枝

　昻
之

斉
藤

　斎
藤

坂
井

　修
一

佐
佐
木
幸
綱

俵

　
　万
智

寺
井

　龍
哉

永
田

　和
宏

東

　
　直
子

穂
村

　
　弘

松
村

　正
直

岡
井

　
　隆

栗
木

　京
子

篠

　
　
　弘

《
主
催
》 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

《
後
援
》 

文
化
庁
／
東
京
都

 

現
代
歌
人
協
会
／
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ

《
協
力
》 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ナ
ル

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版

《
協
賛
》 

山
崎
製
パ
ン
株
式
会
社

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

新
作
十
五
首
募
集
︵
テ
ー
マ
自
由
︶

近
藤
芳
美
賞

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル

（
東
京・渋
谷
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル

（
東
京・渋
谷
）

会

　場

令
和
３
年
１
月
23
日（
土
）

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

令
和
３
年
１
月
23
日（
土
）

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

開
催
日
時

生投稿締切
令和2年

9/30
（水）

前回の大会には、国内外の7歳～103歳の皆様から
短歌をお寄せいただきました。

※大会当日の模様は収録し、編集の上その一部を後日放送する予定です。
※新型コロナウイルス感染拡大の状況によってはイベント内容を変更する場合があります。

み
ら
い

た
ん
か
じ
ん

こ
こ
ろ

は
な

こ
こ
ろ

と
う と

　
り

と
う

は
な

た
ん
か
じ
ん

近藤芳美賞 選者 敬称略
五十音順

と
う

の

み
ら
い

〒
１
８
６

－

８
０
０
１ 

東
京
都
国
立
市
富
士
見
台
２

－

36

－

２

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
短
歌
大
会
」事
務
局

　
　
　
　
☎
０
４
２

－

５
７
２

－

３
１
５
１
㈹

（
平
日
９
時
30
分
〜
12
時
・
13
時
〜
17
時
30
分
）

お
問
い
合
わ
せ
先・投
稿
先

※

最
終
ペ
ー
ジ
に
記
載
の「
応
募
上
の
ご
注
意
」も
必
ず
お

読
み
く
だ
さ
い
。



２
３

４
５

６
７

８
９

10
11

12
13

14
15

１
受
付
番
号（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
記
入
）

〒186-8001
東京都国立市富士見台 2-36-2

NHK全国短歌大会事務局　御中
投稿
在中

受
付
番
号（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
記
入
）

※

会
　
場

参
加
を

※
印
欄
は
任
意
で
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

受
付
番
号（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
記
入
）

作
品
集
に

掲
載
す
る
お
名
前

日
 
 
 

〒

年
月 ※
本
名
と
違
う
場
合
の
み

　
ご
記
入
く
だ
さ
い

※
任
意
で
ご
記
入

　
く
だ
さ
い

投稿料を郵便払込された方は
振替払込受付証明書（お客さま用）
を貼ってください。証明書がない場合は

払込日をご記入ください。

投
稿
締
切
 令
和
２
年
9月
30日（

水
）消
印
有
効

投
稿
締
切
 令
和
２
年
9月
30日（

水
）消
印
有
効

　

作
品
集
に

掲
載
す
る

お
名
前

作
品
集
に

掲
載
す
る

お
名
前ど

ち
ら
か
を
○
で
必
ず
囲
ん
で
く
だ
さ
い
。

希
望
す
る
　
 希
望
し
な
い

※
入
場
券
は
投
稿
者
１
名
に
つ
き
１
枚（
２
名
様
入
場
可
）の
発
行
と
な
り
ま
す
。

※
印
が
つ
い
て
い
な
い
場
合
は「
希
望
し
な
い
」と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
入
場
券
は
、
投
稿
組
数
に
か
か
わ
ら
ず
、
投
稿
者
1
名
に
つ
き

　
1
枚（
2
名
様
入
場
可
）の
発
行
と
な
り
ま
す
。

※
印
が
つ
い
て
い
な
い
場
合
は「
希
望
し
な
い
」と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

フ
リ
ガ
ナ

フ
リ
ガ
ナ

（
フ
リ
ガ
ナ
）

（
幼
児・小

学
生・中

学
生
の
方
の
み
）

保
護
者
の
お
名
前

（
フ
リ
ガ
ナ
）

名
　
　
前

〒

日

電
話
番
号

住
　
　
所

生
年
月
日

名
　
　
前

電
話
番
号

住
　
　
所

生
年
月
日

年
月

都
 道

府
 県

都 道
府 県

ご投稿には、上の点線を切り、
宛先として貼ると便利です。

ど
ち
ら
か
を
○
で
必
ず
囲
ん
で
く
だ
さ
い
。

希
望
す
る
     希

望
し
な
い

N
H

K
全
国
短
歌
大
会
投
稿
用
紙

―
自
由
題
・
題
詠
の
部
―

ここから
切り離し郵送

（
フ
リ
ガ
ナ
）

（
フ
リ
ガ
ナ
）

※作品は楷書体ではっきりとお書きください。

表題（タイトル）

の
　
り
　
し
　
ろ

の　り　し　ろ

会
場
参
加
を

大
正
・
昭
和
・
平
成

大
正
・
昭
和
・
平
成

（
男
・
女
）

（
歳
）

（
男
・
女
）

（
歳
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
短
歌
大
会

 近
藤
芳
美
賞

 専
用
投
稿
用
紙

第
2
2
回

第
2
2
回

自
由
題
１

自
由
題
２

題
　「
生
」

（
希
望
者
の
み
）

「
生
」
の
漢
字
を
必
ず

入
れ
て
下
さ
い
。

※

題
詠
の
み
の
投
稿
は

　で
き
ま
せ
ん
。

ご
確
認
く
だ
さ
い

●
未
発
表
・
自
作
で
、
作
者
本
人
か
ら
の
投

稿
に
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
か
。

●
二
重
投
稿（
同
一
作
品
を
新
聞
・
雑
誌
・
放

送
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
結
社
誌
・
同
人
誌
・

大
会
・
コ
ン
ク
ー
ル
・
機
関
誌
等
へ
投
稿
）

し
て
い
ま
せ
ん
か
。

個
人
情
報
に
つ
い
て

個
人
情
報
は
、
入
選
作
品
集
の
作
成

と
配
布
、Ｎ
Ｈ
Ｋ・Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
短
歌

大
会
や
通
信
講
座
の
ご
案
内
に
使
用

い
た
し
ま
す
。

郵
便
あ
る
い
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
Ｗ
ｅ
ｂ
投
稿
が
で
き
ま
す
。

左
頁
の
所
定
の
用
紙（
コ
ピ
ー
可
）を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

投
稿
用
紙
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
で
き
ま
す
。

ひ
と
り
何
組
で
も
、
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。
　

●
誤
字
・
脱
字
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

●
投
稿
後
の
作
品
の
訂
正
や
返
却
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
作
品
の
控
え
を
お
手
元
に
残
し
て
く
だ
さ
い
。

投
稿
要
領
自
由
題・題
詠
の
部

●
投
稿
作
品
は
、
未
発
表
・
自
作
で
、
作
者
本
人
か
ら
の
投
稿
に
限
り
ま
す
。

●
既
発
表
作
品
・
二
重
投
稿（
同
一
及
び
類
似
作
品
を
新
聞
・
雑
誌
・
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
コ
ン
ク
ー
ル
・
結

社
誌
・
同
人
誌
・Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
・
ブ
ロ
グ
・Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
へ
の
投
稿
）は
、
固
く
お
断
り
し
ま
す
。

●
同
一
作
品
、類
似
作
品
が
先
行
し
て
発
表
さ
れ
て
い
た
場
合
、入
選
・入
賞
を
辞
退
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

題
詠「
生
」
必
ず「
生
」の
漢
字
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

＊
題
詠
の
み
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

選
考
結
果
に
関
す
る
電
話
等
で
の
お
問
い
合
わ
せ
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

①
自
由
題
二
首

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

二
首
一
組
　
二
、二
〇
〇
円

②
自
由
題
二
首
と
題
詠「
生
」一
首…

…
…

三
首
一
組
　
三
、二
〇
〇
円

投
稿
料

幼
児
・
小
学
生
・
中
学
生
に
限
り

①
自
由
題
二
首

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

二
首
一
組
　
一
、一
〇
〇
円

②
自
由
題
二
首
と
題
詠「
生
」一
首…

…
…

三
首
一
組
　
一
、六
〇
〇
円

　
＊
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
短
歌
大
会「
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
」と
し
て
の
作
品
募
集
は
あ
り
ま
せ
ん
。

全
投
稿
者
に
、
投
稿
の
組
数
に
応
じ
て
お
渡
し
い
た
し
ま
す（
投
稿
一
組
に
つ
き
一
冊
）。

●
投
稿
者
で
会
場
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方 

⬇ 

入
場
券
と
引
き
か
え
に
、
当
日
会
場
で
お
渡
し
す
る
予
定
で
す
。

●
投
稿
者
で
会
場
参
加
さ
れ
な
い
方 

⬇ 

大
会
終
了
後
に
郵
送
し
ま
す
。

●
ご
希
望
の
方
に
は
、
一
部
一
、五
〇
〇
円
で
頒
布
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
書
店
で
の
取
扱
い
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
事
務
局
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
の
状
況
に
よ
っ
て
は
イ
ベ
ン
ト
内
容
の
変
更
を
さ
せ
て
い
た
だ
く

場
合
も
あ
り
ま
す
。投
稿
時
に「
会
場
参
加
を
希
望
す
る
」に
印
を
つ
け
た
方
に
11
月
下
旬
に
、「
大

会
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
つ
い
て
」の
ご
案
内
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。
投
稿
な
さ
ら
ず
観
覧
の
み
ご

希
望
さ
れ
る
方
は
11
月
下
旬
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
大
会
イ
ベ
ン
ト
観
覧
に
つ
い
て
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

入
選
作
品
集

●
予
選
選
者
に
よ
る
全
作
品
の
選
考
会
を
行
い
、
入
選
作
品
を
選
び
ま
す
。
入
選
作
品
か
ら
選
者
が
特
選
、

秀
作
、
佳
作
を
選
び
ま
す
。

●
特
選
・
秀
作
・
佳
作
・
入
選
内
定
作
品
の
作
者
に
12
月
上
旬
に「
内
定
作
品
確
認
書
」を
お
送
り
し
ま
す
。

●
特
選
に
選
ば
れ
た
作
品
の
中
か
ら
、
選
者
の
投
票
に
よ
り
大
会
大
賞
を
決
定
し
ま
す
。

●
入
選
・
入
賞
作
品
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
で
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

選
　
考

●
入
選
・
佳
作
・
秀
作
・
特
選
の
全
入
選
作
品
を
、
大
会
当
日（
令
和
３
年
１
月
23
日
）発
行
の

　「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
短
歌
大
会
入
選
作
品
集
」で
発
表
し
ま
す
。

発
　
表

●
選
者
特
選
・
秀
作
・
佳
作

　
全
選
者
が
自
由
題
特
選
２
首
、
題
詠
１
首
、
秀
作
25
首
、
佳
作
55
首
を
選
び
ま
す
。

　
特
選
と
秀
作
の
方
に
は
賞
状
を
お
贈
り
し
ま
す
。

　
選
者
特
選
１
席
に
選
ば
れ
た
作
品（
自
由
題
・題
詠
各
一
首
）は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
の
ス
テ
ー
ジ
で
発
表
し
ま
す

●
大
会
大
賞

　
大
会
大
賞
作
品
は
、
令
和
２
年
度
文
部
科
学
大
臣
賞
の
候
補
作
品
と
な
り
ま
す
。

※
大
会
大
賞
に
は
賞
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
お
贈
り
し
ま
す
。

※

最
終
ペ
ー
ジ
に
記
載
の「
応
募
上
の
ご
注
意
」も
必
ず
お
読
み
く
だ
さ
い
。

賞

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
ご
投
稿
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
郵
便
の
場
合
は
９
月
30
日（
水
）必
着
で
お
願
い

し
ま
す
。

●
海
外
投
稿
作
品
の
入
選
結
果
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

海
外
在
住
者
の
応
募
に
つ
い
て

大
会
会
場
参
加
に
つ
い
て

郵
便
払
込
を
ご
利
用
の
際
は
　※

払
込
手
数
料
は
ご
本
人
様
負
担
と
な
り
ま
す
。

●
郵
便
払
込
取
扱
票
の
通
信
欄
に
組
数
と
投
稿
料
を
ご
記
入
の
上
、
払
込
み
く
だ
さ
い
。

　
振
替
払
込
受
付
証
明
書
を
投
稿
用
紙
の「
の
り
し
ろ
」欄
に
貼
り
付
け
て
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　（
証
明
書
が
な
い
場
合
は
、
払
込
み
し
た
日
付
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
）

　
口
座
番
号
：
０
０
１
８
０

－

２

－
３
５
７
９
４
４
　
加
入
者
名
：Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
　
短
歌
大
会
事
務
局

郵
便
で
の
ご
投
稿

令
和
２
年
９
月
30
日（
水
） 

消
印
有
効

ネ
ッ
ト
で
の
ご
投
稿

令
和
２
年
９
月
30
日（
水
） 

23
時
59
分

投
稿

締
切

郵
便
で
の
ご
投
稿

１①
投
稿
用
紙（
折
っ
て
も
可
）

②
投
稿
料（
郵
便
払
込
の
場
合
は
振
替

　
払
込
受
付
証
明
書
ま
た
は
そ
の
写
し
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
ご
投
稿

２Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
投
稿
で

き
ま
す
。

送
っ
て
い
た
だ
く
も
の

前回の入選作品集

投稿料
●自由題2首の場合 …………………… 2,200円
●自由題2首と題詠1首の場合 ……… 3,200円
幼児・小学生・中学生は
●自由題2首の場合 …………………… 1,100円
●自由題2首と題詠1首の場合 ……… 1,600円

払込日　  　月　  　日

●
投
稿
料
5,000

円
（
応
募
は
一
人
一
組
）

払
込
日
　
  　
月
　
  　
日

投
稿
料
を
郵
便
払
込
さ
れ
た
方
は
振
替
払
込
受
付
証
明
書

（
お
客
さ
ま
用
）を
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。証
明
書
が
な
い
場
合
は

払
込
日
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。



２
３

４
５

６
７

８
９

10
11

12
13

14
15

１
受
付
番
号（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
記
入
）

〒186-8001
東京都国立市富士見台 2-36-2

NHK全国短歌大会事務局　御中
投稿
在中

受
付
番
号（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
記
入
）

※

会
　
場

参
加
を

※
印
欄
は
任
意
で
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

受
付
番
号（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
記
入
）

作
品
集
に

掲
載
す
る
お
名
前

日
 
 
 

〒

年
月 ※
本
名
と
違
う
場
合
の
み

　
ご
記
入
く
だ
さ
い

※
任
意
で
ご
記
入

　
く
だ
さ
い

投稿料を郵便払込された方は
振替払込受付証明書（お客さま用）
を貼ってください。証明書がない場合は

払込日をご記入ください。

投
稿
締
切
 令
和
２
年
9月
30日（

水
）消
印
有
効

投
稿
締
切
 令
和
２
年
9月
30日（

水
）消
印
有
効

　

作
品
集
に

掲
載
す
る

お
名
前

作
品
集
に

掲
載
す
る

お
名
前ど

ち
ら
か
を
○
で
必
ず
囲
ん
で
く
だ
さ
い
。

希
望
す
る
　
 希
望
し
な
い

※
入
場
券
は
投
稿
者
１
名
に
つ
き
１
枚（
２
名
様
入
場
可
）の
発
行
と
な
り
ま
す
。

※
印
が
つ
い
て
い
な
い
場
合
は「
希
望
し
な
い
」と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
入
場
券
は
、
投
稿
組
数
に
か
か
わ
ら
ず
、
投
稿
者
1
名
に
つ
き

　
1
枚（
2
名
様
入
場
可
）の
発
行
と
な
り
ま
す
。

※
印
が
つ
い
て
い
な
い
場
合
は「
希
望
し
な
い
」と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

フ
リ
ガ
ナ

フ
リ
ガ
ナ

（
フ
リ
ガ
ナ
）

（
幼
児・小

学
生・中

学
生
の
方
の
み
）

保
護
者
の
お
名
前

（
フ
リ
ガ
ナ
）

名
　
　
前

〒

日

電
話
番
号

住
　
　
所

生
年
月
日

名
　
　
前

電
話
番
号

住
　
　
所

生
年
月
日

年
月

都
 道

府
 県

都 道
府 県

ご投稿には、上の点線を切り、
宛先として貼ると便利です。

ど
ち
ら
か
を
○
で
必
ず
囲
ん
で
く
だ
さ
い
。

希
望
す
る
     希

望
し
な
い

N
H

K
全
国
短
歌
大
会
投
稿
用
紙

―
自
由
題
・
題
詠
の
部
―

ここから
切り離し郵送

（
フ
リ
ガ
ナ
）

（
フ
リ
ガ
ナ
）

※作品は楷書体ではっきりとお書きください。

表題（タイトル）

の
　
り
　
し
　
ろ

の　り　し　ろ

会
場
参
加
を

大
正
・
昭
和
・
平
成

大
正
・
昭
和
・
平
成

（
男
・
女
）

（
歳
）

（
男
・
女
）

（
歳
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
短
歌
大
会

 近
藤
芳
美
賞

 専
用
投
稿
用
紙

第
2
2
回

第
2
2
回

自
由
題
１

自
由
題
２

題
　「
生
」

（
希
望
者
の
み
）

「
生
」
の
漢
字
を
必
ず

入
れ
て
下
さ
い
。

※

題
詠
の
み
の
投
稿
は

　で
き
ま
せ
ん
。

ご
確
認
く
だ
さ
い

●
未
発
表
・
自
作
で
、
作
者
本
人
か
ら
の
投

稿
に
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
か
。

●
二
重
投
稿（
同
一
作
品
を
新
聞
・
雑
誌
・
放

送
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
結
社
誌
・
同
人
誌
・

大
会
・
コ
ン
ク
ー
ル
・
機
関
誌
等
へ
投
稿
）

し
て
い
ま
せ
ん
か
。

個
人
情
報
に
つ
い
て

個
人
情
報
は
、
入
選
作
品
集
の
作
成

と
配
布
、Ｎ
Ｈ
Ｋ・Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
短
歌

大
会
や
通
信
講
座
の
ご
案
内
に
使
用

い
た
し
ま
す
。

郵
便
あ
る
い
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
Ｗ
ｅ
ｂ
投
稿
が
で
き
ま
す
。

左
頁
の
所
定
の
用
紙（
コ
ピ
ー
可
）を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

投
稿
用
紙
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
で
き
ま
す
。

ひ
と
り
何
組
で
も
、
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。
　

●
誤
字
・
脱
字
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

●
投
稿
後
の
作
品
の
訂
正
や
返
却
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
作
品
の
控
え
を
お
手
元
に
残
し
て
く
だ
さ
い
。

投
稿
要
領
自
由
題・題
詠
の
部

●
投
稿
作
品
は
、
未
発
表
・
自
作
で
、
作
者
本
人
か
ら
の
投
稿
に
限
り
ま
す
。

●
既
発
表
作
品
・
二
重
投
稿（
同
一
及
び
類
似
作
品
を
新
聞
・
雑
誌
・
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
コ
ン
ク
ー
ル
・
結

社
誌
・
同
人
誌
・Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
・
ブ
ロ
グ
・Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
へ
の
投
稿
）は
、
固
く
お
断
り
し
ま
す
。

●
同
一
作
品
、類
似
作
品
が
先
行
し
て
発
表
さ
れ
て
い
た
場
合
、入
選
・入
賞
を
辞
退
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

題
詠「
生
」
必
ず「
生
」の
漢
字
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

＊
題
詠
の
み
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

選
考
結
果
に
関
す
る
電
話
等
で
の
お
問
い
合
わ
せ
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

①
自
由
題
二
首

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

二
首
一
組
　
二
、二
〇
〇
円

②
自
由
題
二
首
と
題
詠「
生
」一
首…

…
…

三
首
一
組
　
三
、二
〇
〇
円

投
稿
料

幼
児
・
小
学
生
・
中
学
生
に
限
り

①
自
由
題
二
首

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

二
首
一
組
　
一
、一
〇
〇
円

②
自
由
題
二
首
と
題
詠「
生
」一
首…

…
…

三
首
一
組
　
一
、六
〇
〇
円

　
＊
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
短
歌
大
会「
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
」と
し
て
の
作
品
募
集
は
あ
り
ま
せ
ん
。

全
投
稿
者
に
、
投
稿
の
組
数
に
応
じ
て
お
渡
し
い
た
し
ま
す（
投
稿
一
組
に
つ
き
一
冊
）。

●
投
稿
者
で
会
場
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方 

⬇ 

入
場
券
と
引
き
か
え
に
、
当
日
会
場
で
お
渡
し
す
る
予
定
で
す
。

●
投
稿
者
で
会
場
参
加
さ
れ
な
い
方 

⬇ 

大
会
終
了
後
に
郵
送
し
ま
す
。

●
ご
希
望
の
方
に
は
、
一
部
一
、五
〇
〇
円
で
頒
布
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
書
店
で
の
取
扱
い
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
事
務
局
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
の
状
況
に
よ
っ
て
は
イ
ベ
ン
ト
内
容
の
変
更
を
さ
せ
て
い
た
だ
く

場
合
も
あ
り
ま
す
。投
稿
時
に「
会
場
参
加
を
希
望
す
る
」に
印
を
つ
け
た
方
に
11
月
下
旬
に
、「
大

会
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
つ
い
て
」の
ご
案
内
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。
投
稿
な
さ
ら
ず
観
覧
の
み
ご

希
望
さ
れ
る
方
は
11
月
下
旬
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
大
会
イ
ベ
ン
ト
観
覧
に
つ
い
て
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

入
選
作
品
集

●
予
選
選
者
に
よ
る
全
作
品
の
選
考
会
を
行
い
、
入
選
作
品
を
選
び
ま
す
。
入
選
作
品
か
ら
選
者
が
特
選
、

秀
作
、
佳
作
を
選
び
ま
す
。

●
特
選
・
秀
作
・
佳
作
・
入
選
内
定
作
品
の
作
者
に
12
月
上
旬
に「
内
定
作
品
確
認
書
」を
お
送
り
し
ま
す
。

●
特
選
に
選
ば
れ
た
作
品
の
中
か
ら
、
選
者
の
投
票
に
よ
り
大
会
大
賞
を
決
定
し
ま
す
。

●
入
選
・
入
賞
作
品
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
で
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

選
　
考

●
入
選
・
佳
作
・
秀
作
・
特
選
の
全
入
選
作
品
を
、
大
会
当
日（
令
和
３
年
１
月
23
日
）発
行
の

　「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
短
歌
大
会
入
選
作
品
集
」で
発
表
し
ま
す
。

発
　
表

●
選
者
特
選
・
秀
作
・
佳
作

　
全
選
者
が
自
由
題
特
選
２
首
、
題
詠
１
首
、
秀
作
25
首
、
佳
作
55
首
を
選
び
ま
す
。

　
特
選
と
秀
作
の
方
に
は
賞
状
を
お
贈
り
し
ま
す
。

　
選
者
特
選
１
席
に
選
ば
れ
た
作
品（
自
由
題
・題
詠
各
一
首
）は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
の
ス
テ
ー
ジ
で
発
表
し
ま
す

●
大
会
大
賞

　
大
会
大
賞
作
品
は
、
令
和
２
年
度
文
部
科
学
大
臣
賞
の
候
補
作
品
と
な
り
ま
す
。

※

大
会
大
賞
に
は
賞
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
お
贈
り
し
ま
す
。

※

最
終
ペ
ー
ジ
に
記
載
の「
応
募
上
の
ご
注
意
」も
必
ず
お
読
み
く
だ
さ
い
。

賞

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
ご
投
稿
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
郵
便
の
場
合
は
９
月
30
日（
水
）必
着
で
お
願
い

し
ま
す
。

●
海
外
投
稿
作
品
の
入
選
結
果
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

海
外
在
住
者
の
応
募
に
つ
い
て

大
会
会
場
参
加
に
つ
い
て

郵
便
払
込
を
ご
利
用
の
際
は
　※

払
込
手
数
料
は
ご
本
人
様
負
担
と
な
り
ま
す
。

●
郵
便
払
込
取
扱
票
の
通
信
欄
に
組
数
と
投
稿
料
を
ご
記
入
の
上
、
払
込
み
く
だ
さ
い
。

　
振
替
払
込
受
付
証
明
書
を
投
稿
用
紙
の「
の
り
し
ろ
」欄
に
貼
り
付
け
て
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　（
証
明
書
が
な
い
場
合
は
、
払
込
み
し
た
日
付
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
）

　
口
座
番
号
：
０
０
１
８
０

－

２

－

３
５
７
９
４
４
　
加
入
者
名
：Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
　
短
歌
大
会
事
務
局

郵
便
で
の
ご
投
稿

令
和
２
年
９
月
30
日（
水
） 

消
印
有
効

ネ
ッ
ト
で
の
ご
投
稿

令
和
２
年
９
月
30
日（
水
） 

23
時
59
分

投
稿

締
切

郵
便
で
の
ご
投
稿

１①
投
稿
用
紙（
折
っ
て
も
可
）

②
投
稿
料（
郵
便
払
込
の
場
合
は
振
替

　
払
込
受
付
証
明
書
ま
た
は
そ
の
写
し
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
ご
投
稿

２Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
投
稿
で

き
ま
す
。

送
っ
て
い
た
だ
く
も
の

前回の入選作品集

投稿料
●自由題2首の場合 …………………… 2,200円
●自由題2首と題詠1首の場合 ……… 3,200円
幼児・小学生・中学生は
●自由題2首の場合 …………………… 1,100円
●自由題2首と題詠1首の場合 ……… 1,600円

払込日　  　月　  　日

●
投
稿
料
5,000

円
（
応
募
は
一
人
一
組
）

払
込
日
　
  　
月
　
  　
日

投
稿
料
を
郵
便
払
込
さ
れ
た
方
は
振
替
払
込
受
付
証
明
書

（
お
客
さ
ま
用
）を
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。証
明
書
が
な
い
場
合
は

払
込
日
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。



２
３

４
５

６
７

８
９

10
11

12
13

14
15

１
受
付
番
号（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
記
入
）

〒186-8001
東京都国立市富士見台 2-36-2

NHK全国短歌大会事務局　御中
投稿
在中

受
付
番
号（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
記
入
）

※

会
　
場

参
加
を

※
印
欄
は
任
意
で
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

受
付
番
号（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
記
入
）

作
品
集
に

掲
載
す
る
お
名
前

日
 
 
 

〒

年
月 ※
本
名
と
違
う
場
合
の
み

　
ご
記
入
く
だ
さ
い

※
任
意
で
ご
記
入

　
く
だ
さ
い

投稿料を郵便払込された方は
振替払込受付証明書（お客さま用）
を貼ってください。証明書がない場合は

払込日をご記入ください。

投
稿
締
切
 令
和
２
年
9月
30日（

水
）消
印
有
効

投
稿
締
切
 令
和
２
年
9月
30日（

水
）消
印
有
効

　

作
品
集
に

掲
載
す
る

お
名
前

作
品
集
に

掲
載
す
る

お
名
前ど

ち
ら
か
を
○
で
必
ず
囲
ん
で
く
だ
さ
い
。

希
望
す
る
　
 希
望
し
な
い

※
入
場
券
は
投
稿
者
１
名
に
つ
き
１
枚（
２
名
様
入
場
可
）の
発
行
と
な
り
ま
す
。

※
印
が
つ
い
て
い
な
い
場
合
は「
希
望
し
な
い
」と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
入
場
券
は
、
投
稿
組
数
に
か
か
わ
ら
ず
、
投
稿
者
1
名
に
つ
き

　
1
枚（
2
名
様
入
場
可
）の
発
行
と
な
り
ま
す
。

※
印
が
つ
い
て
い
な
い
場
合
は「
希
望
し
な
い
」と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

フ
リ
ガ
ナ

フ
リ
ガ
ナ

（
フ
リ
ガ
ナ
）

（
幼
児・小

学
生・中

学
生
の
方
の
み
）

保
護
者
の
お
名
前

（
フ
リ
ガ
ナ
）

名
　
　
前

〒

日

電
話
番
号

住
　
　
所

生
年
月
日

名
　
　
前

電
話
番
号

住
　
　
所

生
年
月
日

年
月

都
 道

府
 県

都 道
府 県

ご投稿には、上の点線を切り、
宛先として貼ると便利です。

ど
ち
ら
か
を
○
で
必
ず
囲
ん
で
く
だ
さ
い
。

希
望
す
る
     希

望
し
な
い

N
H

K
全
国
短
歌
大
会
投
稿
用
紙

―
自
由
題
・
題
詠
の
部
―

ここから
切り離し郵送

（
フ
リ
ガ
ナ
）

（
フ
リ
ガ
ナ
）

※作品は楷書体ではっきりとお書きください。

表題（タイトル）

の
　
り
　
し
　
ろ

の　り　し　ろ

会
場
参
加
を

大
正
・
昭
和
・
平
成

大
正
・
昭
和
・
平
成

（
男
・
女
）

（
歳
）

（
男
・
女
）

（
歳
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
短
歌
大
会

 近
藤
芳
美
賞

 専
用
投
稿
用
紙

第
2
2
回

第
2
2
回

自
由
題
１

自
由
題
２

題
　「
生
」

（
希
望
者
の
み
）

「
生
」
の
漢
字
を
必
ず

入
れ
て
下
さ
い
。

※

題
詠
の
み
の
投
稿
は

　で
き
ま
せ
ん
。

ご
確
認
く
だ
さ
い

●
未
発
表
・
自
作
で
、
作
者
本
人
か
ら
の
投

稿
に
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
か
。

●
二
重
投
稿（
同
一
作
品
を
新
聞
・
雑
誌
・
放

送
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
結
社
誌
・
同
人
誌
・

大
会
・
コ
ン
ク
ー
ル
・
機
関
誌
等
へ
投
稿
）

し
て
い
ま
せ
ん
か
。

個
人
情
報
に
つ
い
て

個
人
情
報
は
、
入
選
作
品
集
の
作
成

と
配
布
、Ｎ
Ｈ
Ｋ・Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
短
歌

大
会
や
通
信
講
座
の
ご
案
内
に
使
用

い
た
し
ま
す
。

郵
便
あ
る
い
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
Ｗ
ｅ
ｂ
投
稿
が
で
き
ま
す
。

左
頁
の
所
定
の
用
紙（
コ
ピ
ー
可
）を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

投
稿
用
紙
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
で
き
ま
す
。

ひ
と
り
何
組
で
も
、
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。
　

●
誤
字
・
脱
字
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

●
投
稿
後
の
作
品
の
訂
正
や
返
却
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
作
品
の
控
え
を
お
手
元
に
残
し
て
く
だ
さ
い
。

投
稿
要
領
自
由
題・題
詠
の
部

●
投
稿
作
品
は
、
未
発
表
・
自
作
で
、
作
者
本
人
か
ら
の
投
稿
に
限
り
ま
す
。

●
既
発
表
作
品
・
二
重
投
稿（
同
一
及
び
類
似
作
品
を
新
聞
・
雑
誌
・
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
コ
ン
ク
ー
ル
・
結

社
誌
・
同
人
誌
・Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
・
ブ
ロ
グ
・Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
へ
の
投
稿
）は
、
固
く
お
断
り
し
ま
す
。

●
同
一
作
品
、類
似
作
品
が
先
行
し
て
発
表
さ
れ
て
い
た
場
合
、入
選
・入
賞
を
辞
退
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

題
詠「
生
」
必
ず「
生
」の
漢
字
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

＊
題
詠
の
み
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

選
考
結
果
に
関
す
る
電
話
等
で
の
お
問
い
合
わ
せ
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

①
自
由
題
二
首

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

二
首
一
組
　
二
、二
〇
〇
円

②
自
由
題
二
首
と
題
詠「
生
」一
首…

…
…

三
首
一
組
　
三
、二
〇
〇
円

投
稿
料

幼
児
・
小
学
生
・
中
学
生
に
限
り

①
自
由
題
二
首

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

二
首
一
組
　
一
、一
〇
〇
円

②
自
由
題
二
首
と
題
詠「
生
」一
首…

…
…

三
首
一
組
　
一
、六
〇
〇
円

　
＊
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
短
歌
大
会「
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
」と
し
て
の
作
品
募
集
は
あ
り
ま
せ
ん
。

全
投
稿
者
に
、
投
稿
の
組
数
に
応
じ
て
お
渡
し
い
た
し
ま
す（
投
稿
一
組
に
つ
き
一
冊
）。

●
投
稿
者
で
会
場
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方 

⬇ 

入
場
券
と
引
き
か
え
に
、
当
日
会
場
で
お
渡
し
す
る
予
定
で
す
。

●
投
稿
者
で
会
場
参
加
さ
れ
な
い
方 

⬇ 

大
会
終
了
後
に
郵
送
し
ま
す
。

●
ご
希
望
の
方
に
は
、
一
部
一
、五
〇
〇
円
で
頒
布
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
書
店
で
の
取
扱
い
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
事
務
局
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
の
状
況
に
よ
っ
て
は
イ
ベ
ン
ト
内
容
の
変
更
を
さ
せ
て
い
た
だ
く

場
合
も
あ
り
ま
す
。投
稿
時
に「
会
場
参
加
を
希
望
す
る
」に
印
を
つ
け
た
方
に
11
月
下
旬
に
、「
大

会
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
つ
い
て
」の
ご
案
内
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。
投
稿
な
さ
ら
ず
観
覧
の
み
ご

希
望
さ
れ
る
方
は
11
月
下
旬
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
大
会
イ
ベ
ン
ト
観
覧
に
つ
い
て
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

入
選
作
品
集

●
予
選
選
者
に
よ
る
全
作
品
の
選
考
会
を
行
い
、
入
選
作
品
を
選
び
ま
す
。
入
選
作
品
か
ら
選
者
が
特
選
、

秀
作
、
佳
作
を
選
び
ま
す
。

●
特
選
・
秀
作
・
佳
作
・
入
選
内
定
作
品
の
作
者
に
12
月
上
旬
に「
内
定
作
品
確
認
書
」を
お
送
り
し
ま
す
。

●
特
選
に
選
ば
れ
た
作
品
の
中
か
ら
、
選
者
の
投
票
に
よ
り
大
会
大
賞
を
決
定
し
ま
す
。

●
入
選
・
入
賞
作
品
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
で
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

選
　
考

●
入
選
・
佳
作
・
秀
作
・
特
選
の
全
入
選
作
品
を
、
大
会
当
日（
令
和
３
年
１
月
23
日
）発
行
の

　「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
短
歌
大
会
入
選
作
品
集
」で
発
表
し
ま
す
。

発
　
表

●
選
者
特
選
・
秀
作
・
佳
作

　
全
選
者
が
自
由
題
特
選
２
首
、
題
詠
１
首
、
秀
作
25
首
、
佳
作
55
首
を
選
び
ま
す
。

　
特
選
と
秀
作
の
方
に
は
賞
状
を
お
贈
り
し
ま
す
。

　
選
者
特
選
１
席
に
選
ば
れ
た
作
品（
自
由
題
・題
詠
各
一
首
）は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
の
ス
テ
ー
ジ
で
発
表
し
ま
す

●
大
会
大
賞

　
大
会
大
賞
作
品
は
、
令
和
２
年
度
文
部
科
学
大
臣
賞
の
候
補
作
品
と
な
り
ま
す
。

※

大
会
大
賞
に
は
賞
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
お
贈
り
し
ま
す
。

※

最
終
ペ
ー
ジ
に
記
載
の「
応
募
上
の
ご
注
意
」も
必
ず
お
読
み
く
だ
さ
い
。

賞

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
ご
投
稿
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
郵
便
の
場
合
は
９
月
30
日（
水
）必
着
で
お
願
い

し
ま
す
。

●
海
外
投
稿
作
品
の
入
選
結
果
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

海
外
在
住
者
の
応
募
に
つ
い
て

大
会
会
場
参
加
に
つ
い
て

郵
便
払
込
を
ご
利
用
の
際
は
　※

払
込
手
数
料
は
ご
本
人
様
負
担
と
な
り
ま
す
。

●
郵
便
払
込
取
扱
票
の
通
信
欄
に
組
数
と
投
稿
料
を
ご
記
入
の
上
、
払
込
み
く
だ
さ
い
。

　
振
替
払
込
受
付
証
明
書
を
投
稿
用
紙
の「
の
り
し
ろ
」欄
に
貼
り
付
け
て
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　（
証
明
書
が
な
い
場
合
は
、
払
込
み
し
た
日
付
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
）

　
口
座
番
号
：
０
０
１
８
０

－

２

－

３
５
７
９
４
４
　
加
入
者
名
：Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
　
短
歌
大
会
事
務
局

郵
便
で
の
ご
投
稿

令
和
２
年
９
月
30
日（
水
） 

消
印
有
効

ネ
ッ
ト
で
の
ご
投
稿

令
和
２
年
９
月
30
日（
水
） 

23
時
59
分

投
稿

締
切

郵
便
で
の
ご
投
稿

１①
投
稿
用
紙（
折
っ
て
も
可
）

②
投
稿
料（
郵
便
払
込
の
場
合
は
振
替

　
払
込
受
付
証
明
書
ま
た
は
そ
の
写
し
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
ご
投
稿

２Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
投
稿
で

き
ま
す
。

送
っ
て
い
た
だ
く
も
の

前回の入選作品集

投稿料
●自由題2首の場合 …………………… 2,200円
●自由題2首と題詠1首の場合 ……… 3,200円
幼児・小学生・中学生は
●自由題2首の場合 …………………… 1,100円
●自由題2首と題詠1首の場合 ……… 1,600円

払込日　  　月　  　日

●
投
稿
料
5,000

円
（
応
募
は
一
人
一
組
）

払
込
日
　
  　
月
　
  　
日

投
稿
料
を
郵
便
払
込
さ
れ
た
方
は
振
替
払
込
受
付
証
明
書

（
お
客
さ
ま
用
）を
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。証
明
書
が
な
い
場
合
は

払
込
日
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。



応
募
上
の
ご
注
意

必
ず
お
読
み
く
だ
さ
い

ⒸNHK・TYO
N

H
K

 A
ll Ja

p
a

n
 T

a
n

k
a

 T
o

u
rn

a
m

en
t

近
藤
芳
美
賞

近
藤 

芳
美

　戦
後
短
歌
の
牽
引
者
で
あ
っ
た
近
藤
芳
美
の
功
績
を
称

え
、
よ
り
多
く
の
方
に
短
歌
に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
と
と

も
に
優
れ
た
作
品
を
顕
彰
す
る
た
め
「
近
藤
芳
美
賞
」
は
、

第
八
回
目
の
募
集
を
い
た
し
ま
す
。
前
回
は
全
国
の
幅
広

い
年
代
の
皆
さ
ま
か
ら
三
六
〇
組
を
超
え
る
優
れ
た
作
品

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　多
く
の
短
歌
愛
好
家
の
皆
さ
ま
の
ご
投
稿
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

1913年5月朝鮮の馬山浦（まさんほ）生まれ。2006年6月、93
歳にて逝去。本名、芽美（よしみ）。「戦後短歌」を牽引した歌人。
みずみずしい相聞の第一歌集『早春歌』から出発し、技術系の知
識人として一貫して政治や社会に鋭い関心を寄せ、批評精神を
保ち、生き方を問い続けた。『新しき短歌の規定』をはじめとす
る歌論も、歌壇に大きな影響を与えた。31年に「アララギ」に
入会。中村憲吉、土屋文明に師事。47年「新歌人集団」を結成。
48年に第一歌集『早春歌』、第二歌集『埃吹く街』を刊行。51年
『未来』創刊。日本歌人クラブの結成時のひとりであり、長らく
現代歌人協会理事長をつとめた。歌集は他に『黒豹』『祈念に』『希
求』『岐路』『岐路以後』など。迢空賞、詩歌文学館賞、現代短歌
大賞、斎藤茂吉短歌文学賞などを受賞。96年に文化功労者。

こ
ん
ど
う  

よ
し
み

投
稿
用
紙

投
稿
作
品

裏
面
の
所
定
の
用
紙（
コ
ピ
ー
可
）を
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。

投
稿
用
紙
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
で
き
ま
す
。（
ネ
ッ
ト
で
の
投

稿
は
で
き
ま
せ
ん
）

応
募
は
１
人
１
組
に
限
り
ま
す
。
ど
な
た
で
も
応

募
で
き
ま
す
。

●
投
稿
作
品
は
、
15
首
と
も
自
作
・
未
発
表
で
作
者
本
人
か

ら
の
投
稿
に
限
り
ま
す
。

●
既
発
表
作
品
・
二
重
投
稿（
同
一
及
び
類
似
作
品
を
新

聞
・
雑
誌
・
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
コ
ン
ク
ー
ル
・
結
社
誌
・

同
人
誌
・Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
・
ブ
ロ
グ
・Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
へ
の
投

稿
）は
、
固
く
お
断
り
し
ま
す
。

●
15
首
中
に
既
発
表
作
品
、
二
重
投
稿
、
酷
似
作
品
が
あ

れ
ば
、
無
効
と
な
り
ま
す
。

新
作
15
首
を
１
組
と
し
、
募
集
し
ま
す
。

テ
ー
マ
は
自
由
で
す
。
表
題（
タ
イ
ト
ル
）を
つ
け
て
く
だ

さ
い
。

選
　
考

15
首
を
１
組
と
し
て
一
次
選
考
、最
終
選
考
を
行
い
、入
選
・

奨
励
賞
・
選
者
賞
・
近
藤
芳
美
賞
を
決
定
し
ま
す
。

入
選
が
内
定
し
た
作
者
お
よ
び
受
賞
が
内
定
し
た
作
者
に

は
、
12
月
上
旬
に
文
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
規
定
の
投
稿
用
紙
あ
る
い
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
投
稿
フ
ォ
ー
ム
に
必

要
事
項
及
び
未
発
表
作
品
を
日
本
語
で
記
載
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ

全
国
短
歌
大
会
事
務
局
ま
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
性
別・年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
ど
な
た
で
も
ご
応
募
で
き
ま
す
。

本
大
会
関
係
者
は
投
稿
で
き
ま
せ
ん
。

●
幼
児
・
小
学
生
・
中
学
生
の
方
が
応
募
さ
れ
る
場
合
は
保
護

者
の
同
意
を
得
て
く
だ
さ
い
。

●
入
選
作
品
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
の
刊
行
物
・Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
な

ど
で
使
用
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
選
考
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
に
は
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
。

投
稿
さ
れ
た
作
品
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

●
大
会
事
務
局
で
あ
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
個
人
情
報
保
護

の
重
要
性
を
深
く
認
識
し
、
取
得
の
際
に
示
し
た
利
用
目

的
の
範
囲
内
で
利
用
し
ま
す
。
お
預
か
り
し
た
個
人
情
報

は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
の
通
信
講
座
や
大
会
の
ご
案
内
に
の
み
使

用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。（
当
学
園
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
、
個
人
情
報
保
護
ポ
リ
シ
ー
を
記
載
し
て
お
り

ま
す
）

●
作
品
投
稿
し
た
時
点
で
本
注
意
事
項
に
同
意
し
た
も
の
と

し
ま
す
。 発

　
表

入
選
作
品
は
、
大
会
当
日（
令
和
３
年
１
月
23
日
）発
行
の

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
短
歌
大
会
入
選
作
品
集
」に
表
題
と
名
前
、

作
品
の
一
部
を
掲
載
し
発
表
し
ま
す
。
な
お
、
投
稿
者
に

は
作
品
集
を
１
冊
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。

全
入
選
作
品
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

賞

●
近
藤
芳
美
賞…

選
者
の
合
議
に
よ
る
最
終
選
考
を
経
て
、

１
組（
15
首
）を
決
定
。

●
選
者
賞…

各
選
者
１
組
を
決
定
。

●
奨
励
賞…

各
選
者
２
組
を
決
定
。

　
近
藤
芳
美
賞
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
短
歌
大
会（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー

ル
）ス
テ
ー
ジ
で
発
表
し
ま
す
。

投
稿
締
切

令
和
２
年
９
月
30
日（
水
） 

消
印
有
効

１
組
15
首
　
五
、〇
〇
〇 

円（
１
人
１
組
に
限
る
）

※

幼
児
・
小
学
生
・
中
学
生
の
割
引
は
あ
り
ま
せ
ん
。

投
稿
料

〒
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８
６

－

８
０
０
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都
国
立
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富
士
見
台
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Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
内
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
短
歌
大
会
事
務
局

投
稿
先

郵
便
払
込
を
ご
利
用
の
場
合

●
郵
便
払
込
取
扱
票
の
通
信
欄
に
組
数
と
投
稿
料
を
ご
記

入
の
上
、
払
込
み
く
だ
さ
い
。
振
替
払
込
受
付
証
明
書

を
投
稿
用
紙
の「
の
り
し
ろ
」欄
に
貼
り
付
け
て
、
ご
応

募
く
だ
さ
い
。（
証
明
書
が
な
い
場
合
は
、
払
込
み
し
た

日
付
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
）

口
座
番
号
：
０
０
１
８
０ 

ー 

２ 

ー 

３
５
７
９
４
４

加
入
者
名
：Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
　
短
歌
大
会
事
務
局

第22回 全国短歌大会選者 敬称略
五十音順（ ）

い
け
だ

池
田
は
る
み

昭
和
二
十
三
年

和
歌
山
県
生
れ

「
未
来
」選
者

こ
い
け

ひ
か
る

小
池
　
　
光

昭
和
二
十
二
年

宮
城
県
生
れ

「
短
歌
人
」編
集
委
員

こ
じ
ま

小
島
　
な
お

昭
和
六
十
一
年

東
京
都
生
れ

「
コ
ス
モ
ス
」同
人

さ
い
ぐ
さ

た
か
ゆ
き

三
枝
　
昻
之

昭
和
十
九
年

山
梨
県
生
れ

「
り
と
む
」発
行
人

さ
い
と
う

さ
い
と
う

斉
藤
　
斎
藤

昭
和
四
十
七
年

東
京
都
生
れ

「
短
歌
人
」選
者

さ
か
い

し
ゅ
う
い
ち

坂
井
　
修
一

昭
和
三
十
三
年

愛
媛
県
生
れ

「
か
り
ん
」編
集
人

さ
さ
き

ゆ
き
つ
な

佐
佐
木
幸
綱

昭
和
十
三
年

東
京
都
生
れ

「
心
の
花
」主
宰

た
わ
ら

ま
　
ち

俵
　
　
万
智

昭
和
三
十
七
年

大
阪
府
生
れ

「
心
の
花
」会
員

て
ら
い

た
つ
や

寺
井
　
龍
哉

平
成
四
年
生
れ

東
京
都
生
れ

「
Ｔ
ｒ
ｉ
」 

同
人

な
が
た

か
ず
ひ
ろ

永
田
　
和
宏

昭
和
二
十
二
年

滋
賀
県
生
れ

「
塔
」選
者

ひ
が
し

な
お
こ

東
　
　
直
子

昭
和
三
十
八
年

広
島
県
生
れ

「
か
ば
ん
」会
員

お
か
い

た
か
し

岡
井 

　 

隆

昭
和
三
年

愛
知
県
生
れ

「
未
来
」

編
集
・
発
行
人

文
化
功
労
者

し
の

ひ
ろ
し

篠
　
　
弘

昭
和
八
年

東
京
都
生
れ

「
ま
ひ
る
野
」代
表

宮
内
庁
御
用
掛

く
り
き

き
ょ
う
こ

栗
木
　
京
子

昭
和
二
十
九
年

愛
知
県
生
れ

「
塔
」選
者

現
代
歌
人
協
会

理
事
長

ほ
む
ら

ひ
ろ
し

穂
村
　
　
弘

昭
和
三
十
七
年

北
海
道
生
れ

「
か
ば
ん
」会
員

ま
つ
む
ら

ま
さ
な
お

松
村
　
正
直

昭
和
四
十
五
年

東
京
都
生
れ

「
塔
」編
集
長

作
品
募
集
中

第
22
回

選
者（
五
十
音
順
）

自
由
題
・
題
詠

池
田
は
る
み

小
池

　
　光

小
島

　な
お

三
枝

　昻
之

斉
藤

　斎
藤

坂
井

　修
一

佐
佐
木
幸
綱

俵

　
　万
智

寺
井

　龍
哉

永
田

　和
宏

東

　
　直
子

穂
村

　
　弘

松
村

　正
直

岡
井

　
　隆

栗
木

　京
子

篠

　
　
　弘

《
主
催
》 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

《
後
援
》 

文
化
庁
／
東
京
都

 

現
代
歌
人
協
会
／
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ

《
協
力
》 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ナ
ル

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版

《
協
賛
》 

山
崎
製
パ
ン
株
式
会
社

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

新
作
十
五
首
募
集
︵
テ
ー
マ
自
由
︶

近
藤
芳
美
賞

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル

（
東
京・渋
谷
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル

（
東
京・渋
谷
）

会

　場

令
和
３
年
１
月
23
日（
土
）

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

令
和
３
年
１
月
23
日（
土
）

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

開
催
日
時

生投稿締切
令和2年

9/30
（水）

前回の大会には、国内外の7歳～103歳の皆様から
短歌をお寄せいただきました。

※大会当日の模様は収録し、編集の上その一部を後日放送する予定です。
※新型コロナウイルス感染拡大の状況によってはイベント内容を変更する場合があります。

み
ら
い

た
ん
か
じ
ん

こ
こ
ろ

は
な

こ
こ
ろ

と
う と

　
り

と
う

は
な

た
ん
か
じ
ん

近藤芳美賞 選者 敬称略
五十音順

と
う

の

み
ら
い

〒
１
８
６

－

８
０
０
１ 

東
京
都
国
立
市
富
士
見
台
２

－
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－

２

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
短
歌
大
会
」事
務
局

　
　
　
　
☎
０
４
２

－

５
７
２

－

３
１
５
１
㈹

（
平
日
９
時
30
分
〜
12
時
・
13
時
〜
17
時
30
分
）

お
問
い
合
わ
せ
先・投
稿
先

※

最
終
ペ
ー
ジ
に
記
載
の「
応
募
上
の
ご
注
意
」も
必
ず
お

読
み
く
だ
さ
い
。


